
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 ８  号 

令和 3年７月１９日（月） 

発行者：校長 大田佳世子 

けん￥ 

コロナに翻弄された一学期前半でした。６月８日から６月２０日までの休校で子

どもたちは不安でいっぱいだったと思います。でも、プールや遠足などができて本

当に良かった。子どもたちにとっては、我慢する心、強い心、何より人との絆を感

じることのできた貴重な１学期前半でした。逆境は人を強くします。この経験を通

して、強くたくましくそして優しくなったことでしょう。がんばった子どもたち、

そして、保護者の皆様のご理解ご協力には大変感謝申し上げます。２２日から夏休

みですが、８月２３日に元気な皆さんに会えることを楽しみにしていますよ 

 

 

１０日間の短い夏休みです。宿題も大事ですが、家族といっしょにおうちで楽し

い時間を過ごしてください。そして、ゆっくり休養してください。８月１１日にみ

んなの明るい笑顔に会えることを楽しみにしています。 

といいなあ。 

「沖縄リサイクル運動市民の会」の出前講座で４年生
が環境の学習としてゴミ問題を考えました。買物ゲー
ムを行い、ゴミとなる容器や包装などから環境の影響
について考えました。ゴミを減らすアイデアとして
「エコバックを使う」「いらない物は買わない」「包ま
れていない物を買う」などの意見が出ていました。 

家族の絆を深める夏休みに 

７月１４日に１年生による音
楽朝会がありました。中央公園
での虫とりの楽しい写真を見
せながら、「ヤッホッホ夏休み」
をかわいく元気に歌っていま
した。最後は全校で１年生の動
画に合わせながら歌いました。
１年生のかわいらしさに心が
ほんわかしましたよ。 
 

久しぶりの授業参観が行われ

ました。３１６世帯の保護者

の皆様の参観があり、関心の

高さが伺えました。感染対策

のため多く制限がありました

が、保護者の皆様のマナーも

大変よく、無事に終えたこと

に安堵しております。子ども

たちにとっても嬉しいはげま 

しになりました。

   
 

 

 

７月７日お話朝会であいさつの大切さについて
お話しました。よく知っている有名人のエピソー
ドをまじえ、あいさつの良さや必要性について考
えてもらいました。最後に「元気な明るいあいさ
つをたくさんの人にすると いいこといっぱい！
“あいさつでハッピーになろう”」と児童にメッ
セージをおくりました。気持ちのよいあいさつが
できるあいさつ名人をめざしてがんばろう！！ 
 
ざして７月 日のお話朝会であいさつの大切さ
をお話しました。している４年生。「沖縄リサイ
クル運動市民の会」の出前講座でゴミ問題を考え
ました。買物ゲームを行い、ゴミとして擦れられ
る容器やや包装などから環境の影響についても
考えました。「。２年ぶりのプールに子どもたち
も大喜び。心八先生が感染の対策をしっかり行
い、指導員の大城さんや砂川ミツ子さん、保護者
のボランティアの方々も協力もあり感謝感謝で
すす。 

コロナ禍の夏休みで去年同様、家族と
の時間を大切に、おうちで楽しい時間
を過ごしてください。心と体をゆっく
り休めて、でも、生活リズムが乱れる
と体調もくずれやすくなります。早寝
早起き朝ごはんを心がけましょう。 

☆熱中症予防のため、暑
いときは外にでるのを控
えたり、帽子をかぶりま
しょう。水分補給もわす
れずに。また、感染症対
策のため、不要不急の外
出をさけましょう。会食
はできるだけ家族で。コ
ロナに負けない強い体と
心をつくりましょうね。 


